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cluded thattheLeaguelVaSSetuP When the
Japanese authorities,under pressure through
French diplomaticchannels,started suppresslng
the Vietnamese movement in Japan,causing
P.B.Chau tobecomedisilusioned withJapan.
Since the League wasestablished wel before
Japanesepolicyturned againsttheVietnamese,





Chau'sdecision tojoin theLeague. Theyear
1907saw acrucialchangein ofhcialJapanese
policy towal､d her Asian neighbours and the























cooperation between peoples with the "same

































は じ め に
ドンズ
束遊運動 (Phongrrao Dbng1)u)1)の指
導者 ファン ･ポイ ･チャウ (PhanB¢iChau,
播侭珠) は,その ふた っの 回想録-2)の中で,
彼 ら在 日ベ トナム人が ｢東亜同盟会｣ (Dらng
AD紬 gM inh H¢i)なる組織 に関与 した こ
とを記 している｡












theJapanese and Chinese participantsin the
LeagueofEastAsiaweredeeplyinfluencedby


















革命派, 日本 の社会主義者, そ うしてベ トナ




とも呼ばれるO いま筆者の手許には, パ 1)荏
住のホアン･スアン･ハン (HoangXuanHan)






され, その再版が 『播凧珠年表』 (PhanB.0-i






















本人か らの助力を得た｡ しかし,その滞 日期
の後半においては, 日本への失望と不信を深


































踏襲 した ものにはかな らない｡ しかし,本
稿で筆者が指摘するように,その主要参加メ
ンバーについての検討から導き出される結論



















と, 77.ン (･ポイ･チャウ)は, 日本を頼
りにし得ないことを明白に知り,どこかほか














るか ら, 日本 ･中国側の文献を検討すること




ら (研究者の 多 くは 欧米, ベ トナム人で あ
る)未開拓のままに残されてきた｡具体的に
は, 日本 ･中国側の文献にみえる ｢亜洲和親
会｣ と ｢東亜同盟会｣の比較検討が,本稿の












屋 [1950] (糸屋 [1967]に再録), 石母田
[1953] (竹内好 [1968] に再録), Jansen
[1970](初版1954年),平野 [1955],小野川
[1964](小野川 [1975]に再録),寺広 [1966],
平野 [1966],永井 [1968],丸山 [1971],
神崎 [1971],小島 [1972] (小島 [1978]に
























ファン ･ポイ ･チャウの 回想 録 の ひとつ
『獄中書』 (本稿注 2参照) には, ｢東亜同盟
会｣ に関 して,次のような簡略な記載がある
のみである｡
けだ し私が昔 日本に留 って居 った時,かつ
て黄克強 (黄興), 事大炎 (章柄麟) ら と
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侭珠年表』(以下 『年表』) には,かなり長い
記載がある｡ そこで以下に,｢東亜 同盟会｣
設立 以前 か らの 経緯を,『年 表』に基づき


















が完了 し, 在 日ベ トナム入 学生の 組織 たる
｢公憲会｣も消滅 した｡8)ここにおいて,チャ





































欲 しても,彼 らにはそのための資金 もな く,
また欧文にも通 じていなかったので,欧米人
士との接触は,後 日を期せざるを得なかった｡
そこで まず第 1歩 として,｢全亜諸亡国の志
士と聯絡 し,互いに提撃 し合い,もって各民のぼ
族をしてともに革命の舞台に蹄 らしめること

































走於中華革命薫, 輿 日本平民真之間 〔NB
l19ページには ｢東亜同盟会を組織するた
めに｣ の句が入っている〕, 首得章柄麟先
生, 及張纏景梅九諸人, 馬之唱 〔NB119
ページには ｢この組織化は,まず何よりも
章柄麟, 張継景 そうして 梅九の 賛同を得●●






在美洲識院愛国), 印度 帯 (帯)君 〔TP













NBl19ページは ｢イン ド人 D∂i氏｣ とす
るも,ともに ｢帯｣の漠越音である〕,非律
賓但君 〔TP122ページ は ｢フイ7)ピン人
Dat氏｣ とする｡ これには ｢但｣の 字 が
あたる｡ しかしNBl19ページは ｢フィリ





















別人である〕, 院掠林等 十飴人 〔TP123
ペ-ジには ｢10余人｣とする代 りに ｢ほか｢rマ
に多 くの人々｣ とある〕, 此合成馬職絡東
亜之旺胎, 然余頗含有 希望 [HXH所 蔵
本 ;NB 1957:118-119;TP 1956:122
-123]｡
このあとに, 『年表』 は, ｢損桂越連盟会｣
(DiさnQu占Vi牟tLienMinhHsi)の結成12)
などについて 言及 し,さらに ｢東亜同盟会｣







社舎薫尤馬 日政府所深嫉者 〔NB120ペ -
ジには ｢朝鮮革命党｣が欠〕, 英法 政府又~マーZ
慈恵之, 這脅遂鳥 目警官厳令解散 [HXH
所蔵本 ;NB 1957:120;TP 1956:
124]｡










る｡ それによると,｢和親会｣は r明治 四十
年 (1907年)の夏頃か ら, 東京で事大炎,
張継,劉光漢｣などの間に ｢だんだん協議が
すすめ られて｣できた ものである｡その母体




のような 活動の 基礎の上に, 張 と劉の ｢熱
心｣なる ｢提唱｣ によって, ｢上置き｣13)に
章柄麟 (太炎)を立てて,｢亜洲和親会｣が設
立 されたので ある｡ ｢和親会｣の ｢~宣言書｣
は, 同年 秋に 葦の名で 執筆 された [同上 :
74-76]｡









らく毎月衆会一次たるペ し｣ とある [同上 :
78]｡ 第 1回会合は,東京青山の ｢インデ ィ
アン ･-ウス｣で 行われた｡ これは,｢ミス
ター ･デー｣ と呼ばれるインド人を中心に,
6,7人の インド人が合宿 していた 場所であ
る｡出席者 としては,中国人,インド人以外
には, 日本人がいた｡ 日本人 として竹内のあ
げている人々は,竹内自身,そうして堺利彦,
山川均,守田有秋である｡ しか し竹内によれ




た, と竹内はいう [同所]｡ この 教会 は ｢ユ
ニヴアサ リス ト会堂｣ とも呼ばれてお り, 日
本の社会主義者 もしば しばここを集会場に用
いていた｡15)この第 2回会合に出席 した 日本
人 として竹内のあげるのは,竹内,堺以外に,
森近道平,大杉栄である｡ また, この第 2回




を装 って 留学 して いた｣人々で あると いう




































いるのは, この第 2回会合までである｡ この






山 [同上 :90-91]など の 名前 もあげてい
る｡16)
この ｢亜洲和親会｣の会合は,竹内によれ
ば, 翌 1908年 2月ごろに張継が日本を立ち
去 ったことを 主な 原因として,｢い ささか挫
折｣ し,｢アジアの 革命党を打 って 一丸 とす
るこころみが成就 しなかった｣という[同上 :
79]｡た しかに張継離 日後 も,｢われわれとの
連絡は劉光漢によって 繋がれた｣[同所] と









かは, 文脈上か らは不明である)｡ しか しい
ずれにせよ,｢劉は組織力に於ても統率力に
於ても到底 張継の 比では なかった｣とある
[同所]ので, 活動はじきに停止 したとみな
してよいであろう｡

















明示 して いるのと食い違 う｡ しか し ｢和 親






ニフェス トと称 しても差支 えのない劉光洪
(劉師培)の ｢亜洲現勢論｣[『天義』 11･12合
冊 (1907.ll.SO付)]17)においても,インド,
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を返 していえば,｢和親会｣に 彼 らの 参加が
もともと予定されていたか らにほか な るま
い｡恐 らく朝鮮人は何 らかの形で (例えば,
日本人の出席 しない会合には参加するといっ



































内は rミスター ･デー｣を あ げ, チャウ は
r一印度入荷君｣を あげる｡ インド人 ｢市民｣
の名前は,章柄麟の 『民報』[20号 (1908.
4.25付)]の時評 ｢印度人之親 日本｣や ｢印
度人之論国粋｣などの文中にも登場 している
(本稿351,357ページ参照)0 ｢帯｣は中国語
ではDaiの発音 と なるので, 竹内の いう人
物 と同一 とみな して問題はないであろう｡ な
おチャウの 『年表』には, インド革 命 党の
｢篤魁帯君｣ との 接触について言及 した箇所
が あ る [HXH 所 蔵本 ;NB 1957:146;





｢但 ｣ は 中国語では D<A, もし ｢恒｣ とすれ
ば H6ngの発音 となるが,いまのところ, こ
の人物の詳細についてはわか らない｡他方,

































Man, 都子敏) ない しはダン･トゥ･キン

































を受けた りしている [同上書 :112-124]｡
同時に彼はまた,中国人の ｢社会主義研究会｣







































は, 外務省外交史料館文書 [a]に よれ ば,
1906年に振武学校を卒業 して第 8師団に入
隊,1907年碁に日本の士官学校に入学,1908











れが正 しいとして)か らの ｢同盟会｣の会合
に出席 し得たのか疑問が残る｡
竹内の回想にあがっていて,チャウの方に


























日から, 片山潜主宰, 労働 奨励会 派遣の関
西 ･九州巡業に出立 し,同年末の 12月22日
ごろまで 東京に戻って いないのである [『宮
崎沼天全集』 第 5巻 ｢年譜｣]｡ もしも ｢東





















































孫文,黄輿あるいは ｢新世紀杜 ｣ のグループ
とは対立 していた [久保田 1976:421以下;
永井 1974:13]｡とするならば,竹内のい




























れに対 して竹内は,｢和親会｣ の成立を 1907













ないしは2月ごろに 日本を離れ パ リに赴い

















川 1961:304],身の危険を 感 じて も いた
のである｡
いまひとりの景梅九 は,1908年には,創設
されたばか りの ｢震旦公学｣28)の教員 となる
ために, 中国に 帰 って いるO 彼の 『留 日回
顧』によれば,｢震旦公学｣ の ある 青島に立
ち寄 ったあと,北京,大原を経て故郷の山西











彦 は,他の同志4人 とともに,上述1908年 1
月17日の ｢屋上 演説事件｣ で検束 されて い
















付) :3面]によれば,彼 らは 1月 17日に本
郷警察署に拘引され,19日東京警視庁, 20
日東京監獄に押送 され, 2月上旬 に堺,大杉
と山川均に 1カ月15日の軽禁鏑が言い渡され
ている｡ 彼 らの出獄 は3月26日のことである
[同上新聞 21号 (1908.4.5付):14面]｡




て2カ月の軽禁鏑が課 された｡ 彼 らは9月に
千葉監獄に押送 され, そこで刑に服 した｡31)
堺の出獄は 1910年 9月22日 [『堺利彦全集』
第 6巻 ｢年譜｣],大杉は同年 11月29日 [『大
杉栄全集』 第 3巻 ｢年表｣]のことである｡
以上 みてきたよ うに, チャウ が 『年表』
の中にあげた人々のうち,張継 と景梅九は日
本国外にあり,大杉栄 と堺利彦 は獄中にあっ
て, ともに 1908年陰暦十月あ るいはそれ以
降の時期に, 活動に 参加できる 状態 には な
かった｡ つまり チャウの 『年表』に お ける
｢東亜同盟会｣ に関する記述に 関 して, 活動






[同上書 :第3巻425-430], 山川均 ｢ある凡
人の記録｣[山川 1961:311以下],『大杉栄




















切 り離 し難いものとなっている｡ この点をも
勘案すると,｢同盟会｣の成立時期は,『年表』
のいうごとき 1908年陰暦十月の こととはみ






































研究者に よっても, そのまま 踏襲されて き
た｡ しかし,このような評価の根拠は,本節




















さて 以上に指摘 してきた ごとく,｢東亜同





















提 として,初めて ｢和親会｣の結成も可能 と
なるか らである｡





















同年 3月 4日に日本政府か ら国外退去を勧告
された孫文が, 日本政府や日本人政商か ら独
断で 儀別金を 受領 したことが 直接の 契機 と
なっている [張玉法 1975:360,474;『国






420以下 ;森 1978:165;小野川 1975:















永井 1968:67以下 ;小野川 1975:354-
355]｡ さらに, 彼は弁舌にも巧みで [山川
1961:310], 組織力 もあり [竹内 1948:
79], 中国人の実際の活動の中心 となった｡
それ のみではない｡ 彼 はまた 日本語 も達者
で,中国人の集会に参加 した日本人社会主義


























なわち 無政府主義について 講演 し [『大阪平
民新聞』 8号 (1907.9.20ff):｢東京の社
会運動第二信｣],また クロボ トキンの ｢相互
扶助｣論などに言及 している [狭間 1975:
76]｡
また張継たちは,幸徳たちが 1907年 9月6
日か ら始めた ｢社会主義金曜講演｣にも, し
ば しば出席す るようになっている｡37)か くし
て,張継たち中国人が,幸徳 ら日本人社会主

































渉を持つに 至 っていた38)ことが 確かめ られ
るのである｡
次に, これ ら日 ･中の革命家 と, イン ド人
の接触をみる｡39)章柄麟 は,｢印度 中興之望｣
[『民報』 17号 (1907.10.25付)]の中で,
｢嘗憶六年前在 日本有 印度人告余白｣ と述べ
ているので, す でに彼 が 1902年に 日本に 2
度 目の 亡命を してきた折 [小野川 1975:
296,304]に, イン ド人 と接触 のあった こ
とがわかる｡ しか し,その本格的なインド人
との接触は,章の 3度 目の亡命 (1906年夏)
期間中,しか も1907年 になってか ら開始 され

































在 日のイン ド人が東京虎の門女学館で開催 し
シ- グ 丁- ジ
た ｢西婆者記念会 ｣ に招かれ,数人 の同志 と
ともに 出席 している｡ これ は, 17世紀末 に
｢蒙古帝国｣ の 占領か ら インドを独立 させた
王を記念す る集会であった ｡ この会 に先立 っ
て,その主催者たる ｢法学士鉢避竿氏｣がア
メ リカよ り来 日し,章を ｢~民報社｣に訪ねて
懇談 した ことがあった｡その縁で章たちもこ
の会合に 招かれ たので ある [『民報』 13号
(1907.5.5付):｢記印度西 婆 者 王 記 念 禽
弦琴の演奏に感銘を受けている [景 1966:
128--129]｡ 福田は当時 『世界婦人』 (1907








15付) に ｢治国呉弱男女史よりJ の書信,


























事｣]｡40) また,章 はこのインド人の友人 とし
て ｢保什氏｣の名前をあげる [同所 ;同上誌
13号 (1907.5.5付):｢附録迭印度鉢遊軍
保什二君序｣]｡ これは恐 らく後述す るスーレ
ン ･ボースの ことであろう｡41) ボースほ,日
本人社会主義者の会合に しば しば顔を出 して
いる人物である｡
以降 『民報』 には, 章柄麟の 執筆 に な る
イン ド関係の 記事が しば しば 掲載 されて い
る｡42)それ らの中で章 は,イン ド人 との交流
の浅からぬことを記 している｡43)特 に 『民報』
[20号 (1908.4.25付)]の ｢印度人之親 日
本｣の中では,｢暇 H インド人 帯氏が余をお


















に ｢印度杜禽報｣ の紹介,22号 (1908.7.
10付),23号に｢印度自由報｣の記事,23号,













る (本稿 343ページ)｡ 葦 柄麟 のみで はな
く,劉師培 もまた 1907年中には在 日インド
人 と接触の あったことが, その ｢亜洲 現勢




ばしば 出席するように なって いる｡44)特に
｢印度の志士 スーレン ･ボース君｣は, その
















































さて次に, 日本人,中国人 と,これ らベ ト
ナム,フィリピン,あるいは朝鮮の在 日活動
家 との交流についても,確かめておこう｡
劉師培の ｢耳巨洲現勢論｣ [『天義』 11･12
合冊(1907.ll.SO付)]には,｢インド人某
君｣と ともに,｢ベ トナム (原文では安南)
人某君｣,｢朝鮮人某君｣によれば, といった
記述が 再三出て くる｡ また 朝鮮, ベ トナム
(安南)の ｢東京留学生 と社会主義を 論ずる
と,みな喜んで賛成する｣ とも記されている
[小島 1978;西 1977]｡一方, 幸徳秋水
も ｢病間放言｣ (『高知新開』 1908.1.1付)
の中で,｢支那｣,｢印度｣に ついて 論 じたあ-ヽplr
と,｢此律賓人, 安商人, 朝鮮人中,亦気慨
あり学識ある革命家,決 して少きに非ず｣ と
書き留めて いる [『幸徳 秋水 全集』 第 6巻
383以下]｡幸徳は1907年10月27日には東京
を離れて,病気静養のために郷里の土佐中村
に戻 っていたので (本稿注 18参照),彼がこ











第 1に,1899年 ごろまでに遡 り得 る,フィリ
ピン革命運動 と中国革命家や 日本のアジア主
義者の接触 との関連の有無, 第2に, 日露戦
争以降の在 日フィリピン人の動静, とりわけ
その政治的活動の有無, について考察する必
要がある｡ しか し, この点については,筆者
の詳らかにするところではな く,専門家か ら
の指摘を待ちたい｡
朝鮮人に関 して,チャウが むコ年表』 の中に
言及 している趨素昂が実在の人物であること
は,朝鮮関係の邦語文献によって確認される｡






府に参加 し,同政府よ りパ リに派遣されてい






















の多 くが 日本に不満を抱き,｢堺利彦, 河上
肇,大杉栄などの影響をうけ,出世を夢みて
来 日した青年が帰国のときには爆弾をだいて
帰 る, といわれたほどである｣ との指摘 もあ
る [小沢 1973:4.3]｡ また,在 日留学生の
組織化 も19〔)7年 ごろまでには活発化 してい




次に,在 uベ トナム人の場合をみる｡ 彼 ら
の中国革命派 との 接触は,1905年までに 遡
る｡ ファン ･ポイ ･チャウが中国革命派の人
物 と出会 った最初は,早 くも1905年ベ トナム
を出国 して,初めて 日本に向かう途次の香港
においてであった｡彼 はそこで喝 自由と面談
したという [HXH 所蔵本 ;NB 1957:51
























































資料は 『年表』[HXH所蔵本 ;NB 1957:
67;TP 1956:66]である｡なお,その面
貌の時期については,チャウの宮崎潜天宛書


















戻り, 幼少の 実弟を横浜に残 したまま, 他
の同郷の2青年を 連れて ｢民報館｣ に ｢寄
食｣ し, 日本語を学習 したという [HXH所












で [白石 1981a:46],｢民報館｣での ｢寄































































止したようである [『日本 平民 新聞』 20号
(190f3.3.20什):15両 ;21号 (1908.4.L=)
付):14而]｡ さらには彼 らの TJI日本平民新
聞LJ]も,1908年5月20日のF;一外をもって 【臨
時休刊｣を余儀なくされて いる [同上 新聞
号外 (1908.5.20付):1面]｡ そうして 上
述のごとく,7月には ｢赤旗事件｣ がおこっ









て上海に帰った [永井 1974:15以下 ;小野
川 1975:364]｡他方,事柄臓は,1908年
10月 19日以降 ｢民報封禁 事件｣の被告 と



























ⅠⅠⅠ 在日ベ トナム人 と ｢東亜同盟会｣な
いしは ｢亜洲和親会｣
以上 2節にわたって,ファン･ポイ ･チャ





おいては,チャウたち在日ベ トナム人 と ｢東


























第 1に 指摘すべき点は,｢会｣が 明白に反
帝国主義を 旗印に掲げて いることで ある｡
｢亜洲和親会的章｣の ｢宗旨｣の項には,｢帝
国主義に反抗するに在り｡ 亜洲の己に主権を



















｢フランス人が日本と連合 して,ベ トナム (磨
文は安南)の死命を制 しようとするものだ｡
さらにまた日仏,日露の二つの協約は,フラ
ンス ･ロシアが日本 と連合 して中国を分割す
る前ぶれである｣｡ そうして 劉は次のごとく
結論する｡ ｢つまり 日本は アジアにおいて,
朝鮮の敵であるだけではない｡ 同時に イン
ド,ベ トナム (安南), 中国, フィリピンの













深 く戒めたのである｡ この発言に対 して章柄
鱗は,それが,同席 していた lー英人士女｣に
対する大隈のおもね りにはかならないと指摘
する｡そうして ｢東方の英傑｣ たるべき ｢大
隈伯｣がこのような発言をしたのは, 日英同か
盟のゆえに ｢印度人をして手を籍す所を得 し
















より中国を 蔑視 して いるのだが,(中略)彼
は中国の学生 と結んで,その勢力を中国本土
に拡げようとしているのである｣｡ ｢インドは














らは, 『大阪 平民 新 聞』 [1号 (1907.6.1
付)]に ｢協商の意義｣なる一文を 掲げてい
る｡ その中で彼 らは,｢日仏 協商将に成 らん
とし｣,｢又 日露, 日米の協商は良好に進捗 し




と協議 して事実的に支那の利源を分割 しつ ゝ


























件, そして 7月24日の第 3次 日韓協約,7月
30日には日露協約の締結があった｡日本の対
朝鮮 ･中国政策が明示されたとともに,諸列










が,彼 らを して ｢弱種｣間の連携の必要性を




































なる人々である｡彼 らの ｢アジア主義｣ の心
情や, アジア諸国か らの 亡命 政客に対する
｢義侠｣61)心 も, 日本の大陸進出や将来の南
方進出の野心 と切 り離 し得るものではなかっ
た [後藤 1979:66;Jansen 1970:4;
白石 近刊 ;山口 1963:113]｡62)無論チャ
ウは,1907年以降も離 日の時期まで,犬養や

















































ても言及 して おく｡ ｢同病｣ という言葉が
持ち得る概念の 内容に 関しては, 別稿にお














常に念頭に おいて いたのは, 日本や 中国と
いった ｢同文｣の束アジア漢字文化圏の国々
に限定される傾向があった [白石 1981b:
247;白石 近刊]｡ しかるに 1907年になっ
て, 日本-の失望,批判を転回軸として,ア
ジアの ｢亡国｣諸民族との連携を志向する段
階になると, 彼の視点 は, まず第 1に, 相
手国か らの援助獲得から,｢同病｣ の 民族 同
士の ｢互相提撃｣へと変 ってゆ くのである｡
また第 2に, 彼の視点は,｢同文｣ の漢字文
化圏という境界を越えて, 他の アジア諸民
族 (さらには世界の ｢同病｣の諸民族)へと
































｢亜洲和親会｣との 関連を 強 く示唆するもの
がある｡さてその中で著者はまず,インド,
ベ トナム (安南)が漢族とともに ｢亜洲兄弟
















而和親也, 其大有造於与件来哉o 余引領望 之
夫｣ [『民報』 23号 (1908.8.10付)] と




























な感想を 述 べ る｡ ｢吾人須知慮於彊権世界,●●●●
幾無正義公理之合, 而能堂皇標掲者 也｣(傍
点 引用 者) [HXH所蔵 本 ;NB 1957:






















なっている (傍点引用者)｡ 無政府 主義者の
みではな く,在 日雲南省人 (『雲南』 1906.
ll.SO付)にも同様の事例のあることは,旧
白石 :明治末期の在 日ベ トナム人 とアジア諸民族連携の試み




1958:289]｡また 先ほど引用 した探 邸の
｢亜洲和親之希望｣[民報 23号(1908.8.10
付)]にも ｢公理混減,強権志雄｣(傍点引用






















そうして,｢公理｣ を ないが しろに する ｢強
権｣の ｢横行｣する世界に あって,｢同病｣
の諸民族が連携すべき必要性が共通に認識さ












致 していたことを,必ず しも意味しない｡ こ
れに関 して以下に少 しく言及することとした
い ｡
まず 第 1に 指摘すべきことは,｢会｣に参
加 した中国人や 日本人たちの無政府主義の主
張に関わる｡ 彼 らの著作か ら,当時彼 らが,
国家や 民族の枠を越え,｢種族革命｣68)を超
越 した地平での,諸民族の連携を期待 してい
たことが 明瞭である｡ 例えば 幸徳 秋水は,






























会党 もまた一体 とな り,進んで世界に推及ぼ











次開合記者｣]｡69) また劉師培 は ｢虚洲現勢
論｣の中で,｢アジアの被圧迫民族｣が ｢同時に
独立すること｣ とともに,｢政府を 設け ない
こと｣を主張 している｡ そこには, もしも革
命が成功 したとして も,政府を設けるな らば,




想 もある｡ そうして ｢強権を排斥する目的を
達成 し,同時に共産無政府の目的を も達成す


















いたのは,｢無政府革命｣ の 実現可能性に 対
する楽観的な見通 しであった｡71)彼 らが ｢亜
洲和親会｣を,そのような彼 らの主張を宣伝
し,実践する場 として位置づけていたことは
想像に難 くない｡上に引用 した劉師培の ｢亜
洲現勢論｣や幸徳秋水の ｢病間放言｣などが,
｢会｣を強 く意識して 執筆されたものである
ことは, それを裏 づけて いる｡ また ｢亜洲









こに ｢相互扶助｣(｢相互協助｣) と いう言葉
の用い られ ていることに 注 目する必要 があ






















しかし,このことは,｢会｣に 参加 した 他
の活動家たちが,ことごとく無政府主義に賛
同していたことを必ず しも意味しない ｡ ｢会｣
の設立の 中心となった 日･中の 活動家 たち
が,｢無政府革命｣ の展望を持ち, その展望
のもとに r会｣ を 組織 した ことは事実で あ
る｡ また †~会｣の ｢約章｣を執筆 した章柄鱗
が, 無政府主義への 思い入れを込めて,｢相
互扶助｣なる言葉を ｢約章｣の文中に挿入 し
たことも事実である｡ だが,同じ r約章｣ の
｢宗旨｣の項には,｢帝国主義に反抗するに在
り｡亜洲の巳に主権を失せる民族をして,各





























































イ ･チャウの場合には あてはまる と思われ
る｡まず,彼が ｢東亜同盟会｣に参加した契
















ある｡ たしかに 『年表』の 中で, チャウ は














較 してみて気づ く第 2の相違点は,｢強国の





































級と同じく 『生活難』のみ, 『圧抑』のみ｣●●●●● ●● ●I ●●


















てきたように, 日 ･中の革命家の ｢■強国｣の
民党 と ｢弱種｣の運動 との連携論は,無政府
主義の主張に立脚するものであった｡そのた
めにチャウに対 して,さほど説得力を持 って
いなかった と考えることも可能である｡ 第 2
の理由としては,チャウが現実に滞在 してい
た ｢強国｣ 日本が,ベ トナムの直接の支配国,
侵略国ではなかったことも念頭においてお く
必要がある｡中国人にとって, 日本 は自国領
土の分割競争 に加わ っている ｢強国｣ のひと








は, 日本が (たとえ客観的には ｢アジアの公









に考えたであろうか｡それ とも,あ くまで も
独立運動をベ 1,ナム対 フランスの種族間の抗
争 として把え,フランス人 との協力を一切拒
否することとなったので あ ろ うか ｡ チャウ
は, 日本 に赴 くことによって, この間題に関




把 握 した もの に石母田 [1953] (竹内好
[1968]に再録)がある｡
終 ったのである｡77)
さて ｢会｣ をめ ぐって,チャウが 日 ･中の
活動家たちと見解を異 にする点が, もうひと
つある｡ 日 ･中の活動家たちといって も, こ
の場合は, とりわけ後者,中で も葦柄麟であ
る｡事柄麟の執筆 した ｢和親会｣ の ｢約章｣
には,｢先ず 印度, 支那の二国を以て組織 し





く, その関係で インドを 特別視する傾向が
あった [武仲 1979:49-50;T 1957:
26]｡ そうしてインドを中国 とともに,アジ
アにおける2大文明国,あるいは ｢東土の旧
邦 と謂 い, 二国大 と為 す｣(｢亜洲和親会的















































































































お わ り に
ファン ･ポイ ･チャウの ｢東亜同盟会｣ へ
の参加は,従来のベ トナム史研究者によって,
1907年の日仏協約の締結-- フランス政府の
日本当局 への要求-- 1908年陰暦九月 の 日
本当局によるベ トナム入学生の解散命令-
ベ トナム人の 日本-の 失望- 中国 革命 や
｢同病｣の 諸民族への関心の転換-- 19()8年
陰暦十月の ｢同盟会｣の結成, といった脈絡
の中で 理解されて きた｡ これは, チャウの
『年 表』の 記述 を そのまま 踏襲 した ことに
よって生 じた理解である｡ しか し,本稿にお
いて検討 してきたように,｢同盟会｣ は 1908
年陰暦十月の結成とはみなされない｡それは









































ゆ くこの時期に, 日本 ･中国の無政府主義者
を一種の触媒 として,在 日のアジア諸国の活
動家の間に提携の 試みが なされた｡ それに
チャウたちベ トナム人 も参加 したことは,注
目に値する｡彼 らには ｢強権｣に対 して ｢公
理｣を対置する姿勢,すなわち ｢帝国主義｣
に対 して ｢亡国｣,｢同病｣の諸民族の抵抗 ･




とみなす 視点か ら, 日本を アジア r共通 の
敵｣とみなす視点への転換であるO
しか しチャウは, 日･中の無政府主義者た
ちと多 くの点で認識を共有 しなが らも,結局





























例えば 1919年の 3.1独立運動後, 上海に設
立された大韓民国臨時政府には,趨鋪段(すな
わち趨素昂)の名前がみえている(本稿注48)｡








雲両省 留 日活動家 とチャウたち ベ トナム人










の考えは, 離 日以降も,1912年 の 『聯亜趨
言』や1921年の 『亜洲之福音』85)に受けつが
れていったと思われる｡ さらにはチャウの手
か ら,グェン ･アイ ･クオク,すなわちのち
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